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研究進捗状況報告書の概要 
 
１ 研究プロジェクト 

学校法人名 昭和薬科大学 大学名 昭和薬科大学 

研究プロジェクト名 生体分子コバレント修飾の革新的解析拠点形成 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

 
２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

１ 研究目的・意義   

 昨今解析機器の著しい進歩に伴い、生体内分子のコバレント修飾部位同定、コバレント修飾の定性及び定量

分析研究が盛隆となっている。一方化学工業・医薬品化学の進歩により、本来自然界に存在しない様々な化合

物が合成され、これらの新規化合物が生体内分子をコバレント修飾することにより、新たな生体内分子とのコバ

レント化合物が見出されている。加えて生体内では、タンパク質が一過性に様々なコバレント修飾を受けること

で細胞内シグナル伝達を行っている。本研究プロジェクトは、本学ですでに稼働している低分子量から中分子

量をターゲットとした質量分析装置に加え、本プロジェクトで購入した低分子量から（タンパク質解析が行える）

高分子量まで広範囲にわたって定性・定量解析を行うことができる質量分析装置を設置することで、迅速に

様々な生体内分子のコバレント修飾を定性・定量分析できる拠点形成を行う。   

  

２ 研究計画・研究方法   

①  研究体制   

本研究プロジェクトは、大学院薬学研究科所属の教授を中心とした計画研究班、若手研究者主体の公募研

究班より構成される。計画研究班は、有機化学、分子細胞生物学、環境毒性学、臨床薬理学等、多岐にわたる

9名の先端研究を行う教授陣から成っている。本研究プロジェクトでは、ハイテク月例報告会を行い、本研究拠

点形成参画を目指す学内若手教員を対象とした挑戦的かつ萌芽性の高い学内共同研究を公募する。また、ア

ジア圏から毎年本プロジェクトに関連する著名な研究者並びに若手研究者（博士課程学生含む）を招き、国際

シンポジウムを開催することで若手研究者の国際交流及び研究の活性化を図る。このようにして本学一致団結

した新研究体制を整え、外部評価ならびに共同研究者相互の自己点検を実施し、研究進行を適切に管理し、

着実な達成を目指す。   

 ② 年次計画   

 ５年計画の前半では、疾患ベースとした細胞内分子コバレント結合部位の同定とコバレント修飾によるシグナ

ル伝達に関する研究、血中・尿における医薬品を含めた外来異物と生体内分子間新規コバレント修飾の同定・

定量、創薬を視野に入れた生体内タンパク質と人工基質間のコバレント結合の X 線解析を行う。その結果を基

に５年計画の後半では、異常な生体内コバレント修飾による疾患をモデルマウスで検討する。また患者からの

サンプルを用いた検討も行い、コバレント修飾異常と疾患との関係を明らかにする。加えて、外来異物代謝を時

間経過とともに定量分析できる系を樹立し、個別医療・毒性評価法の確立を行う。創薬研究では、モデル人工

基質から様々な化合物を合成し、他のグループと有機的に結びつき医薬品開発の基盤を作るとともに、生体内

分子と外来異物の抱合体合成を行い、代謝産物等の質量分析解析法の改良に繋がる研究を行う。また、毎年

アジア圏の研究者と国際交流を行い、若手研究者がグローバルな観点から研究を行える地盤を作る。 
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３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

本プロジェクトは、３つのサブテーマから構成されており、各サブテーマの進捗及び成果は下記のとおりである。 

①コバレント修飾型医薬品の開発研究 

・転写因子である PPAR や VDR のコバレントモディファイアを合成し、合成した化合物と転写因子の X 線解析に

成功し、加えて転写因子に対する阻害作用も明らかにした。 

・金触媒を利用して Phaeosphaeride A と Maremycins D1 を合成した。 

②生体内コバレント修飾を介したシグナル伝達機構の解明 

・生体内コバレント修飾として、ユビキチン化に着目、MHCクラス IIの細胞内輸送にユビキチンが関わっているこ

と、ユビキチン化酵素の MARCH がアレルギー発症に関与していることを見出した。 

・TMEPAI ファミリー分子が Smad2/3 のリン酸化を抑制し、逆に YAP のリン酸化を促進することを見出した。 

・IRBIT のリン酸化状態に依存して異なる細胞内分子と結合することを見出した。 

・細胞内でタンパク質が活性化イオウと共有結合すること、一酸化窒素合成酵素がリン酸化を受けること、また

細胞内シグナル分子がグルタチオン化やニトロシル化されることを見出した。 

③生体内コバレント修飾に基づく代謝産物の定性的及び定量的解析法の確立と応用 

・動物や植物でセレン代謝物がメチルセレノグルタチオンを経てセレノアミノ酸に変換され、高等植物がテルルを

含んだアミノ酸を生合成できることを見出した。 

・感染症の原因菌の解明を最近の 16S rRNA 遺伝子の保存領域に挟まれた可変領域で行うことに成功し、

ESI/MS によって PCR 産物を感度良く検出できることがわかった。 

・サリドマイドのヒト代謝物をマウスにヒト肝細胞を移植したマウスを用いて明らかにし、医薬品サリドマイドがそ

の代謝物生成に関わる P450 を同定した。 
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平成 25 年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名    昭和薬科大学             ２ 大学名     昭和薬科大学                    

 

３ 研究組織名   大学院薬学研究科                          

 

４ プロジェクト所在地   東京都町田市東玉川学園 3-3165            

 

５ 研究プロジェクト名  生体分子コバレント修飾の革新的解析拠点形成                                

 

６ 研究観点    研究拠点を形成する研究                                

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

山本 恵子 薬学部 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数    9 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

山本 恵子 
医 薬 分 子 化

学・教授 

コバレント修飾型医薬品の創製 

 

新規概念の医薬品創製のパ

ラダイムを提案する。テーマ 1

の代表。 

田村 修 薬化学・教授 
医薬品代謝産物の抱合体合成 

 

医薬品のコバレント代謝産物

の一般合成法を確立できる。 

石戸 聡 
統 合 感 染 免

疫学・教授 

ユビキチンおよびユビキチン様分

子による翻訳後修飾の解明 

 

ユビキチン修飾の生理学的

ならびに病理学的意義を明ら

かにできる。 

伊東 進 

 
生化学・教授 

コバレント修飾異常と疾患 

 

生体の恒常性維持に対する

コバレント修飾の重要性を明

らかにできる。テーマ２の代

表。 

水谷 顕洋 

 

薬物治療学・

教授 

多重コバレント修飾を介した細胞

内環境の統合的調節機構解明 

 

多重コバレント修飾パターン

による細胞内環境を明らかに

できる。 

渡邊 泰男 

 
薬理学・教授 

カルシウム信号系のコバレント修

飾応答性 

 

カルシウム受容分子のコバレ

ント修飾相互作用を明らかに

する。 

小椋 康光 
衛 生 化 学 研

究室・教授 

生体防御における有機金属コバレ

ント結合の形成・解離の分子機構

の解明 

環境汚染・毒性発現のトレー

ドオフから脱却するための衛

生薬学の新知見を得る。 

テーマ 3 の代表。 

浜本 知之 

 

臨 床 薬 学 教

育研究センタ

プロテオミクス解析と PK-PD 解析

を組み合わせた効果的な抗菌薬

PK-PD 解析による迅速かつ

効果的な抗菌薬の個別化医
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ー・応用薬物

治療学部門・

教授 

療法の確立 

 

療への貢献。 

山崎 浩史 

 

薬物動態学・

教授 

医薬品から生成するヒト反応性代

謝物の検出と評価 

 

ヒトでの医薬品の反応性代謝

物を介する生体成分修飾に

伴う毒性発現機構の解明。 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生体防御における有機金属

コバレント結合の形成・解離

の分子機構の解明 

衛生化学研究室・教

授 
小椋 康光 

環境汚染・毒性発現のトレー

ドオフから脱却するための衛

生薬学の新知見を得る。 

テーマ 3 の代表。 

（変更の時期：平成  27 年 3 月 1 日） 

 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

薬物動態学研究室・教

授 
薬物動態学研究室・教授 

山崎 浩史 

 

ヒトでの医薬品の反応性

代謝物を介する生体成分

修飾に伴う毒性発現機構

の解明。テーマ 3 の代表。 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

１ 研究目的・意義   
化学工業・医薬品化学の進歩により、本来自然界に存在しない様々な化合物が合成され、これらの新規化合

物が生体内分子とコバレント修飾することにより、新たな生体内分子とのコバレント化合物が見出されている。

加えて生体内では、タンパク質が一過性に様々なコバレント修飾を受けることで細胞内シグナル伝達を行ってい

る。本研究プロジェクトは、質量分析装置等を用いて、迅速に様々な生体内分子のコバレント修飾を定性・定量

分析できる拠点形成を行う。 
 
２ 研究計画・研究方法   

疾患ベースとした細胞内分子コバレント結合部位の同定とコバレント修飾によるシグナル伝達に関する研究、

血中・尿における医薬品を含めた外来異物と生体内分子間新規コバレント修飾の同定・定量、創薬を視野に入

れた生体内タンパク質と人工基質間のコバレント結合の X 線解析を行う。加えて、モデル人工基質から様々な

化合物の合成、生体内分子と外来異物の抱合体合成を行い、代謝産物等の質量分析解析法の改良に繋がる

研究を行う。また、毎年アジア圏の研究者と国際交流も行う。 
 

（２）研究組織 

① 研究体制   
大学院薬学研究科所属の教授を中心とした計画研究班、若手研究者主体の公募研究班より構成される。計

画研究班は、有機化学、分子細胞生物学、環境毒性学、臨床薬理学等、多岐にわたる 9 名の先端研究を行う

教授陣から成っている。また、アジア圏から毎年本プロジェクトに関連する著名な研究者並びに若手研究者（博

士課程学生含む）を招き、国際シンポジウムを開催する。  
（３）研究施設・設備等 

【主な研究施設】 ハイテクセンター内生体分子解析室―１及び２、化学系総合研究室―１、組織培養室。機器

分析研究施設、実験動物研究施設 

【主な設備】 質量分析装置(qTOF LC/MS システム、アジレント 6550QTOF LC/MS システム)、共焦点顕微鏡

（ニコン、A1RSi）、セルソーター（ソニー、SH800AC）、P2 仕様 SPF 区域設備（FRP バイオ 2000） 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

テーマ 1 （1.山本恵子、2.田村修）、テーマ２ （3.石戸聡、4.伊東進、5.水谷顕弘、6.渡邊泰男）、テーマ 3（7.小椋

康光、8.濵本知之、9.山崎浩史）以下通し番号にて記載。 

1 ① 転写因子であるペルオキシソーム増殖因子活性化受容体（PPAR）のコバレントモディファイアを in silico 

解析を用いて設計し、合成した。＊1-① 

② 合成したコバレントモディファイア候補化合物のコバレント修飾の有無および修飾能力の強さを、質量分

析装置を用いて解析した。＊1-② 

③ ②の結果に基づいて、修飾能力が異なる化合物も合成した。＊1-③ 

④ コバレントモディファイアによる標的タンパク質（PPAR）の修飾部位を X 線結晶構造解析により明らかにし

た。＊1-④ 

⑤ 転写因子であるビタミン D 受容体（VDR）のコバレントモディファイアを in silico 解析を用いて設計し、合

成した。合成した化合物について、②～④を行った。＊1-⑤ 

2 ① 金触媒の反応性を検討した。その結果、金触媒の価数による明確な違いを明らかにできた。＊2-① 

② Phaeosphaeride A の全合成を行った。＊2-② 
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③ Maremycins D1 の全合成を行った。＊2-③ 

3 ① ユビキチン化による細胞内輸送に係る分子群を同定した。＊3-① 

② MARCH ユビキチン化酵素による基質認識機構の提唱を行った。＊3-② 

③ MARCH-I がアレルギー発症に関与する可能性を示した。 

④ ユビキチン化が様々な細胞にて MHC II の輸送を制御していることを報告した。＊3-④ 

4 ① TMEPAI ファミリーの C18ORF1 が TGF-βシグナルを抑制した。＊4-① 

② TMEPAI ファミリーが、YAP シグナルを阻害することで、がん細胞増殖抑制する可能性を見出した。 

③ TMEPAI 遺伝子欠損マウスが消化管腫瘍自然発症を抑制する可能性を見出した。 

④ TGF-β/ Smad3 シグナルが AhR/Arnt 複合体解離を介して、CYP1A1 遺伝子発現を抑制した。＊4-④ 

⑤ TMED10 が TGF-β受容体の複合体形成を阻害することで、TGF-βシグナルを抑制した。＊4-⑤ 

5 ① IRBIT の CK2 によるリン酸化が、NBCe1 との結合・活性化に必須であることを発見した。 

② IRBIT の非リン酸化フォームは、CaMKIIαと結合し、その活性を抑えることを発見した。 

③ IRBIT ノックアウトマウスは、注意欠陥・多動性障害(ADHD)様症状を呈することを明らかにした。＊5-③ 

④ IRBIT 欠損による ADHD は、CaMKIIαの過剰活性化による dopamine 系の亢進によることを明らかにし

た。＊5-④ 

6 ① くも膜下出血モデルでのコバレント修飾（JAK-Stat）シグナル調節因子（SOCS3）発見した。＊６-① 

  

② 生体内での活性イオウ分子種発見とコバレント修飾を介したタンパク機能調節を示唆した。 ＊６-②  

③ 一酸化窒素合成酵素のコバレント修飾（リン酸化）による新規機能（神経保護作用）を発見した。 ＊６-

③ 

④ ハンチントン病関連酵素 RSK1 の新規コバレント修飾（グルタチオン化）を発見した。 ＊６-④ 

⑤ 神経様細胞のカルシウム流入におけるコバレント修飾（ニトロシル化）の意義を見出した。 ＊６-⑤ 

7 ① 動物や植物体内で生成されるセレン代謝物が植物に再吸収されると、メチルセレノグルタチオンを経てセ

レノアミノ酸に変換されることを示した。＊7-① 

② 高等植物がテルル含有アミノ酸、すなわちテルルが炭素との共有結合を有する代謝物を生合成すること

を明らかにした。＊7-② 

③ 高等植物における類金属の蓄積性の差異を定量的に解析した。＊7-③ 

④ ICP-MS と ESI-Q-TOF-MS との感度差を克服するため定量的な解析を行い、生体試料の分析に与える

影響を明確にした。＊7-④ 

⑤ 培養細胞内で、亜セレン酸がセレノシアン酸に代謝されることを示し、その生合成に活性シアン種が関与

していることを示唆した。＊7-⑤ 

8 ① 感染による宿主側の血中タンパク質の変化をプロテオミクス解析で捉えることは一般細菌については難

しいと判断した。 

② 標準菌株を培養後、菌体の DNA を抽出し、細菌のリボソームの 16S RNA 遺伝子の保存領域に挟まれ

た、菌種によって異なる可変領域を PCR によって増幅した。 

③ ESI/MS によって測定するためには PCR 産物を精製する必要があるが、その精製法について種々検討

し確立することが出来た。 

④ 精製後 ESI/MS を用いて測定した結果、分子量の測定が出来るためには、イオン化の促進と多価イオン

を検出できる感度の向上が必要であることが分かった。 

9 ① ヒト P450 3A 人工染色体を有するマウスにてサリドマイドの奇形発生を確認した。＊9-① 

② げっ歯類とは異なるヒト型代謝物の生体内生成についてサリドマイドを例としてヒト肝細胞移植マウスを

活用して明かにした。＊9-② 
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③ 異なる医薬品由来の反応性代謝物のヒト肝組織中の個別タンパク質の結合を、個々の存在濃度と共有

結合レベルの逆相関から評価する方法を提唱した。＊9-③ 

④ 医薬品サリドマイドが核内受容体との相互作用を介してヒト P450 酵素を誘導することを明かにした。 

＊9-④ 

⑤ 医薬品サリドマイドが反応性代謝物生成に関わるヒト P450 酵素を活性化することを明かにした。＊9-⑤ 

＜特に優れた研究成果＞ 

1 ・PPAR 及び VDR のコバレントモディファイアを開発できた。 

2 ・金触媒の価数による明確な違いを明らかにできた。 

・Phaeosphaeride A の合成により天然物の立体構造が決定された。 

3 ・MHC II のユビキチン化が欠如している状況にて、大腸粘膜固有層に存在する制御性 T 細胞の割合が増加

することを見出した。さらに、MHC II のユビキチン化酵素である MARCH-I の欠損にて、DSS による大腸炎の

程度が抑制されていることを見出した。これらの事から、MHC II のユビキチン化制御は、制御性 T 細胞を介し

た免疫寛容に関与しているという仮説を得た。 

4 ・C18orf1 が、Smad 結合領域である SIM ドメインを介して、リン酸化 Smad2/3 と結合し、TGF-βシグナルを抑

制した。 

・ATBF1 がリン酸化 Smad2/3 と結合し、α-フェトプロテイン遺伝子発現を抑制した。 

5 ・IRBIT の CaMKIIαとのリン酸化非依存的結合と活性阻害することを明らかにした。 

・IRBIT による CaMKIIαの阻害が、dopamine 系神経の活性を調節していることを明らかにした。 

6 ・病態に関連したコバレント修飾の意義を明らかにした。 

・新規コバレント修飾タンパク質を発見した。 

7 ・高等植物において、テルルが炭素との共有結合を有する代謝物を生合成できることを示した。 

・培養細胞内で、亜セレン酸がセレノシアン酸に代謝されることを示し、その代謝物の生合成に活性シアンが

関与していることを示唆した。 

＜問題点とその克服方法＞ 

1 細胞内における標的タンパク質のコバレント修飾の検出が難しいので、現在、克服法を検討中である。 

2 グルクロニド化の反応中間体が不安定であるため、グルクロニル化はグリコシル化よりも難しいので、１価の

金触媒または３価の金触媒に適した脱離基を検討する。また、保護基の効果を検討する。 

3 解析マウス数を確保する必要があり、現在の施設では賄うことが困難であるので、一部のマウスを理研のリ

ソースセンターに委託し、供給出来るシステムを考える。 

4 大腸がん形成を C18Orf1 が抑制するが、その分子メカニズムの解明を行う必要があるので、様々なシグナル

伝達に関与する抗体（リン酸化抗体を含む）を用いて、関連シグナル経路に関する解明を行う予定である。 

5 IRBIT のコバレント修飾の多様性とその正確なパターンを把握出来ていないので、Mass spectrometry を様々

なモードで稼働し、解析してみる。 

IRBIT の CK2 リン酸化を認識する特異的プローブ（抗体）が作成出来ないので抗原リン酸化ペプチドのリン酸

化の個数を変えて再度試みる。 

6 各コバレント修飾（リン酸化、ニトロシル化、グルタチオン化）の相互作用不明なので、ペプチド化学的手法に

よる解析を行う。 

7 ICP-MS と ESI-Q-TOF-MS との感度差が、生体試料の分析に与える影響が懸念されので、定量的な解析を

行い、克服すべき点を明確にした。 

8 PCR 産物の ESI/MS による測定条件について、特に移動相の組成を再検討することによって克服することを

目指す。 
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＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 

1 コバレントモディファイア医薬のイメージングなどへの適用が期待できる。 

5 IRBIT 欠損マウスが ADHD 様の症状を呈したことから、IRBIT の機能を調節する低分子化合物が、ADHD の

治療に繋がる可能性がある。 

IRBIT が脂肪細胞分化に関与する可能性があることから、IRBIT の機能を調節する低分子化合物が、肥満の

治療に繋がる可能性を示した。 

6 見いだしたコバレント修飾による病態解析につなげる 

見いだしたコバレント修飾制御を目指す創薬研究につなげる 

7 独自性と新規性に加えて、意外性の高い成果を得たため、今後高い引用頻度が期待できる。 

＜今後の研究方針＞ 

1 研究テーマ調書に記載した計画に沿って研究を進める。 

2 Phaeosphaeride A の構造と活性について調べる。 

金触媒を用いるグルクロニル化を開発する。 

3 腸管免疫における MHC II ユビキチン化の意義を、経口免疫関与の観点から探索する。腸管における MHC II

のユビキチン化酵素の発現制御機構を探索することからヒントを得る。MHC II の輸送機構について、新たな

ユビキチン化依存性結合分子の同定の為のシステムを構築する。MIR の認識機構について、構造解析への

挑戦を続ける。 

4 様々な TGF-βシグナル関連分子の翻訳後修飾とがん進展制御機構の解明を行う。 

5 多様な IRBIT のコバレント修飾をより精細に解析し、IRBIT を中心とした標的分子ネットワークを明らかにす

る。 

6 既知コバレント修飾と新規コバレント修飾の相互作用の解析する。 

8 PCR 産物の ESI/MS による測定条件を確立し、標準菌株の培養検体の測定を行う。 

抗菌薬に対する耐性株と感受性株の培養検体を用いた菌種・薬剤感受性の PCR/ESI-MS による検出法を

確立する。 

感染動物を作成し、血液培養液を用いた検出法を確立する。その結果から、抗菌薬を使用し、治療効果を確

認し、臨床検体（血液培養陽性の培養液）を用いた検討を行う。加えて、尿、喀痰、糞便などの非無菌検体に

ついても応用可能か検討する。 

＜今後期待される研究成果＞ 

1 コバレント修飾型医薬開発の新規方法論の提案をめざしている。 

3 腸管免疫に関する新たな制御機構が明らかとなると期待する。さらに、膜タンパク質の脂質二重膜における

相互機構、ユビキチン化による輸送機構が明らかとなり、細胞機能制御に関して新たなパラダイムを提唱す

ることが出来ると考える。 

4 TGF-βシグナル関連分子の翻訳後修飾と他のシグナル伝達経路のクロストークによる腫瘍形成制御機構

の解明が期待される。 

5 IRBIT 多重コバレント修飾パターンの解明が期待される。 

中枢神経系疾患の病態生理解明が期待される。 

脂肪細胞分化の微調整機構解明が期待される。 

IRBIT 類縁分子、long-IRBIT の機能解明が期待される。 

6 新規コバレント修飾によるタンパク質機能制御の発見につながる。 

8 感染症が疑われた当日に採取した検体から原因菌の同定や保有する耐性因子が迅速に診断できる。 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

学内評価として、毎年昭和薬科大学教育・研究年報に活動報告を行い、冊子並びに web 上で公開して
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いる。加えて H25,H26,H27年度末に本プロジェクト主催のハイテクリサーチ報告会を催し、研究プロジ

ェクト参加研究者全員が年次報告を行い、互いに質疑応答を行うことで、プロジェクト方針の再確認を

行っている。 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

全体の評価としては平成 25 年度、26年度共に研究計画の妥当性、研究の進捗状況、研究の将来性の全

ての面において「特に評価できる」もしくは「評価できる」の評価をいただいた。 

またそれぞれの課題においても昨年度より進展が認められ、全体として「評価できる」ものであり、更

なる発展を期待する、という評価であった。 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  質量分析       （２）  タンパク質修飾    （３） コバレントモディファイア   

（４）  金属触媒    （５）    有機金属      （６）代謝的活性化 

（７）   神経毒性       （８）  PK-PD 解析        

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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教育研究経費支出

印刷製本費

QTOF LC/MSシステム
セルソーター

（情報処理関係設備）

（　　　　　　　）
報酬・委託料

計

小  科  目
主　な　使　途 金　　額

6,811

通信運搬費

研究支援推進経費

6,811

光　熱　水　費

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費
282

25

（研究設備）

整備年度

H25

年　　　度



（様式１）

（千円）
  平成 年度 テーマ2

（千円）
  平成 年度 テーマ3

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 7,902

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料
（諸会費） 9 学会参加費 9

印刷製本費
旅費交通費 74 学会参加旅費 74

光　熱　水　費
通信運搬費

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,819 実験用試薬・器具 7,819

小  科  目

計 0

年　　　度 25

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
計 2,988

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,988 FRPﾊﾞｲｵ2000・ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ一式 2,141 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞBSX-500一式847

教育研究経費支出
計 0

人件費支出
（兼務職員）

計 7,329

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,679 マウスSPF化 818 その他抗体作製等861

（　　　　　　　）

印刷製本費
旅費交通費

光　熱　水　費
通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 5,650 実験用試薬・器具 5,650

支　出　額
積　　算　　内　　訳

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容



（様式１）

（千円）
  平成 年度 テーマ1

（千円）
  平成 年度 テーマ2

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,806 実験用試薬・器具 7,806

光　熱　水　費
通信運搬費 40 シンポポスター送付 30 その他抄録送付等10

印刷製本費 248 シンポ抄録印刷 215 シンポポスター印刷33

旅費交通費 1,296 シンポ招へい講演者旅費 1,139 その他学会参加旅費等157

報酬・委託料 556 シンポ講演謝金5名 256 その他HP費用等300

（その他） 31 学会参加費 23 その他実験器具ロート交換8

計 9,977

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 70 シンポジウム学生アルバイト 70 8/31-9/1　2日間延べ10名
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 70

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 492 実体顕微鏡SMZ1270 三眼高級透過セット 492

図　　　　書
計 492

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,217 実験用試薬・器具

光　熱　水　費
通信運搬費 35 マウス搬送 35

印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 890 マウス解析 890

（　　　　　　　）
計 8,142

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

計 0

ポスト・ドクター



（様式１）

（千円）
  平成 年度 テーマ3

（千円）
  平成 年度 テーマ1

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 7,793 実験用試薬・器具 7,793

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費 429 論文印刷費 429

旅費交通費 32 学会参加旅費 32

報酬・委託料 248 電子顕微鏡観察 178 その他論文掲載料、英文校正70

（諸会費） 13 学会参加費 13

計 8,515

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 11,197 実験用試薬・器具 11,197

光　熱　水　費
通信運搬費 36 シンポポスター送付 36

印刷製本費 176 シンポ抄録印刷 176

旅費交通費 735 シンポ招へい講演者旅費 735

報酬・委託料 3,168 QTOF LC/MSシステム保守 2,541 その他、シンポ講演謝金、シンポ撮影、HP維持費

（　　　　　　　）
計 15,312

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 70 シンポジウム学生アルバイト 70 8/31-9/1　2日間延べ10名
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 70

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

計 0

ポスト・ドクター



（様式１）

（千円）
  平成 年度 テーマ2

（千円）
  平成 年度 テーマ3

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 15,799 実験用試薬・器具 15,799

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 49 学会参加旅費 49

報酬・委託料 934 セルソーター保守 934

（諸会費・修繕費） 96 ピペット洗浄機修理 86 その他、学会参加費10

計 16,878

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 6,239 実験用試薬・器具 6,239

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費
報酬・委託料 101 英文校閲 101

（　　　　　　　）
計 6,340

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

計 0

ポスト・ドクター
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